
●風しんの予防接種について 

 

１ 風しん患者および先天性風しん症候群患者発生状況 
（札幌市衛生研究所ホームページより抜粋） 

 

 (1) 風しん患者発生状況 

    単位：人      

年 平成 20 平成 21 平成 22 平成 23 平成 24 平成 25※ 

全 国 303 147 87 374 2375 1305 

北海道 11 4 0 20 21 8 

札幌市 5 2 0 3 9 5 

※ ３月３日現在        

 

⑵ 先天性風しん症候群患者発生状況 

単位：人      

年 平成 20 平成 21 平成 22 平成 23 平成 24 平成 25※ 

全 国 0 2 0 1 5 1 

北海道 0 0 0 0 0 0 

札幌市 0 0 0 0 0 0 

※ ３月３日現在        

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（裏面に続く） 

平成 24 年度第 19 回定例市長記者会見資料

（平成 25 年 3 月 13 日）



２ 風しん等の予防接種について 

 (1) 札幌市で実施している定期予防接種（平成 24 年度） 

種類 接種対象年齢 接種回数 実施場所 

ＢＣＧ 生後６カ月に至るまで※2 １回 保健センター

四種混合 

百日せき 

ジフテリア 

破傷風 

ポリオ 

第１期 
生後３～90 カ月（７歳６

カ月）に至るまで 
４回 

委託医療機関

第２期 

二種混合を使用 

（ジフテリア・破傷風）

11～13 歳未満 １回 

麻しん風しん混合 

（MR）ワクチン 

第１期 
生後 12～24 カ月に至るま

で 
１回 

第２期 

５歳以上７歳未満の児で

小学校就学前の１年間 

（平成 24年度は平成 18年 4月 2日～ 

平成 19 年 4月 1日生まれの方） 

１回 

第３期※1 

中学１年生の年齢に当た

る方 

（平成 24年度は平成 11年 4月 2日～ 

平成 12 年 4月 1日生まれの方） 

１回 

第４期※1 

高校３年生の年齢に当た

る方 

（平成 24年度は平成 6年 4月 2日～ 

平成 7年 4月 1日生まれの方） 

１回 

※１ 第 3期および第 4 期は、平成 19 年の麻しんの大流行を契機に、全ての子どもが 18 歳までに 2

回の接種を受けられるよう、中学 1 年と高校 3 年に当たる年齢の子どもを対象に平成 20 年度か

ら平成 24 年度までの 5年間限定で実施。（今月末で終了） 

※２ BCG 接種対象年齢は、平成 25 年度から「1歳に至るまで」に延長。 

 
 (2) 予防接種に関する問い合わせ先 

  ア 札幌市コールセンター（電話：222-4894） 

  イ 各区保健センター 

 

 

 

 問い合わせ先 
保健福祉局保健所感染症総合対策課 細海・吉津 

電話：622-5199 



２４年度 ○(高３) ○(中１) ○(入学前1年)

２３年度 ○(高３) ○(中１) ○(入学前1年)

２２年度 ○(高３) ○(中１) ○(入学前1年)

２１年度 ○(高３) ○(中１) ○(入学前1年)

○(高３) ○(中１) ○(入学前1年)

１９年度 ○(入学前1年)

○(入学前1年)

１７年度

１６年度

１５年度

１４年度

１３年度

１２年度

１１年度

１０年度

９年度

８年度

７年度

６年度

５年度

４年度

３年度

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度

→　平成１８年の政令改正により無料で２回予防接種を受けられるようになった世代

※１

※２ 平成18年度の法改正により、小学校入学前1年間の児童も、無料で予防接種を受けることができるようになった

※３ 公費負担の対象となる期間は、1歳児は1歳になった日から2歳になる前日まで、その他は年度内

平成20年度から平成24年度の5年間に、全ての子どもたちが18歳までに2回の接種を受けられるよう、中学1年と高校3年に
当たる年齢の子どもも公費負担の対象となった（平成20年4月～平成24年3月の間、中学1年生と高校3年生が対象）

○(１歳)
  (※３)

○(１歳)

平成2年4月2日以降生まれの子どもが、各学年ごとに無料接種を受けることができる時期（年度）

→　５年の時限措置により、平成２４年度までの間に無料で２回目の予防接種が受けられる世代　 　←

○(１歳)

　　　　　　　風疹と麻しん（はしか）の予防接種は、平成18年度の法改正により、1歳の時と小学校入学前の1年間の2回、公費で受けられる
　　　　　　ようになっています。　さらに、平成19年に若者の間で麻しんが大流行したことを受け、平成20年度から平成24年度までの5年間
　　　　　　に、全ての子どもたちが18歳までに2回の接種を受けられるよう、中学1年と高校3年に当たる年齢の子どもも公費負担の対象
　　　　　　となりました。

２０年度(※１)

１８年度(※２)

○(１歳)

○(１歳)

○(１歳)

○(１歳)

○(１歳)

○(１歳)

○(１歳)

○(１歳)

○(１歳)

○(１歳)

○(１歳)

○(１歳)

○(１歳)

○(１歳)

生まれた年度

(平成)

無料で予防接種を受

けることがで

きる年度

(平成)


